
平
成
二
十
年
度
　
修
士
論
文
の
要
旨

棚
田
保
全
に
お
け
る
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
の
条
件

―
導
入
地
区
と
非
導
入
地
区
と
の
比
較
か
ら
―

榎
本
　
隆
明

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
各
地
で
都
市
住
民
と
の
交
流
を
と
お
し
て

の
棚
田
の
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の
主
流
を
な

す
の
が
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
で
あ
る
。
本
研
究
は
棚
田
保
全
活
動
に
お

け
る
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
の
有
効
性
や
棚
田
保
全
活
動
の
持
続
性
を
非

導
入
地
区
と
の
比
較
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
地
区
と
非
導
入
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
１
事
例
ず
つ

取
り
あ
げ
、
比
較
考
察
を
行
っ
た
。
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
地
域
の
事
例

と
し
て
は
山
口
市
（
旧
佐
波
郡
徳
地
町
）
三
谷
地
区
を
、
非
導
入
地
域

の
事
例
と
し
て
は
広
島
県
山
県
郡
安
芸
太
田
町
（
旧
筒
賀
村
）
井
仁
地

区
を
選
定
し
た
。

調
査
の
結
果
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
る
棚
田
の
保
全
は
、
都
市
住
民

の
労
働
力
投
入
と
い
う
面
で
の
効
果
は
薄
く
、
都
市
住
民
と
の
交
流
が

刺
激
と
な
っ
て
の
棚
田
維
持
意
欲
の
向
上
と
い
う
精
神
的
支
援
面
が
強

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
す
れ
ば
、
非
導
入
地
区
で
毎
年
継
続
的
に

都
市
農
村
交
流
会
を
行
い
、
来
訪
者
を
刺
激
と
し
て
棚
田
維
持
意
欲
を

向
上
さ
せ
て
い
る
場
合
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
変
わ
ら
な
い
。
両
者
の

差
は
、
広
い
範
囲
か
ら
大
勢
の
人
を
一
度
に
集
め
る
か
、
少
数
の
オ
ー

ナ
ー
を
年
間
複
数
回
か
つ
複
数
年
に
わ
た
っ
て
集
め
る
か
の
差
で
あ
る
。

従
っ
て
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
の
選
択
に
関
し
て
の
判
断
材
料
と
な
る

の
は
、
集
客
期
待
に
関
わ
る
立
地
条
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
導
入
に
関
し
て
は
、
行
政
等
の
支
援
は
期
待
で
き

る
が
、
他
の
有
名
な
棚
田
地
域
ほ
ど
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
訪
問
者
も
さ

ほ
ど
は
多
く
な
い
地
域
に
お
い
て
、
棚
田
の
存
在
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
保
存
組
織
の
結
束
を
強
め
、
地
区
全
体
の
関
心
・
協
力
を
高
め
る

の
に
、
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

棚
田
保
全
に
お
い
て
、
都
市
住
民
と
の
交
流
共
生
を
指
向
す
る
場
合
、

大
都
市
域
か
ら
の
時
間
距
離
、
知
名
度
、
交
通
の
便
、
リ
ー
ダ
ー
の
存

在
、
行
政
等
か
ら
の
実
務
的
支
援
・
指
導
が
見
込
め
る
か
ど
う
か
、
こ

れ
ら
条
件
が
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
の
判
断
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
継
続
性

に
関
し
て
は
、
構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
地
区
内
だ
け
の
取
り
組
み
で

は
限
界
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
も
大
差
は
な
い
と
い
え
る
。

広
島
市
に
お
け
る
「
環
境
に
配
慮
し
た
」
交
通
政
策

合
原
　
　
収

交
通
部
門
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
近
年
、
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
環

境
的
に
持
続
可
能
な
交
通
）
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
提
唱
さ
れ
、
日
本
で
も

こ
れ
ま
で
に
モ
デ
ル
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
を
み
る
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